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研究成果の概要（和文）：本研究では、女性アスリートのリバウンドジャンプにおけるパフォーマンス変数と下
肢関節力学量を加味した評価観点を示すとともに、実践現場における評価診断法の活用について提示した。その
結果、女性アスリートは男性アスリートとは異なり、リバウンドジャンプの跳躍高と接地時間の間に有意な関係
性が認められた。一方、関節力学量における女性アスリートと男性アスリートの類似点として、負の足関節パワ
ーがリバウンドジャンプ指数の獲得に対して最も強く関係していること、相違点として、リバウンドジャンプ指
数に対してエキセントリック局面における膝関節トルクが有意に関係していることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study presents an evaluation perspective that takes into account 
performance variables and lower limb joint kinetic variables at rebound jump in female athletes, and
 presents the use of the assessment method in practice. The results showed that female athletes, 
unlike male athletes, showed a significant relationship between jump height and contact time for 
rebound jump. On the other hand, similarities between female and male athletes in joint kinetic 
variables showed that negative ankle joint power was most strongly related to the acquisition of 
rebound jump index, and differences showed that knee joint torque in the eccentric phase was 
significantly related to the rebound jump index.

研究分野： トレーニング科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでリバウンドジャンプを用いた下肢筋力・パワー発揮能力の評価診断は男性アスリートを対象にパフォー
マンス変数と関節力学量を用いて行われていたが、本研究では、女性アスリートを対象に下肢筋力・パワー発揮
特性の男性アスリートとの相違点や類似点を加味した評価観点を示した。また、課題1で示した評価観点を用い
て下肢筋力・パワー発揮能力の縦断的な評価を加えることで、実践現場で利用できる評価の観点を提示した。本
研究から、リバウンドジャンプの下肢筋力・パワー発揮能力の評価診断を幅広い対象者で活用するための評価観
点を示すことができ、実践現場で性差を考慮した筋力・パワー発揮能力の評価診断が実施可能になった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
多くのスポーツに重要な下肢の筋力・パワー発揮能力は、リバウンドジャンプ実施時の跳躍高

を接地時間で除したリバウンドジャンプ指数（RJ-index: 図子ほか，1993）により評価され、こ

の指標は研究や実践現場で広く用いられている（Miura et al., 2010; Kipp et al., 2017）。一方、

跳躍高、接地時間、RJ-index という一連のパフォーマンス変数は、下肢 3 関節に関与する筋群

が相互に関連して生み出した成果であるため、下肢筋群の働きを示す関節力学量を評価指標に

加えた新しい下肢筋力・パワー発揮能力の評価診断法の開発を進めてきた。これまで、力学量の

算出には多大な労力と時間を要すことから即時フィードバックは不可能であったが、申請者の

研究グループは赤外線カメラとフォースプレートを用いて測定直後に算出するシステムを開発

した。また、RJ-index が同じ水準でも種目により関節力学量の特徴が異なることや（図子ほか，

2020a）、接地時間や跳躍高の初期値によって RJ-index の向上に影響する関節力学量の変化パタ

ーンが異なること（図子ほか，2020b）など、関節力学量を用いた評価観点やトレーニング課題

を提示するための知見を示した。加えて、開発企業と連携し、測定直後に評価診断結果を示した

カルテを提示できる機能を追加することで、専門知識のない選手やコーチでも関節力学量を用

いた評価診断が実施可能になった。一方、これまで、女性は男性よりも疾走動作中の足関節や膝

関節の伸展速度が高いことや（伊藤ほか，1998）、跳躍の着地時における膝関節外反角度が大き

いこと（Jacobs et al., 2007）など、運動時の下肢関節の働きに性差が生じることが報告されて

いる。したがって、女性アスリートを対象に下肢筋力・パワー発揮能力の評価を行うためには、

女性の下肢筋群の働きを加味した評価観点が必要である。しかし、これまでの申請者の研究は男

性アスリートを対象とした評価観点しか示していない。そこで、女性アスリートの下肢筋群の特

徴を加味したリバウンドジャンプの評価診断法を提示できれば、性差を考慮したアスリートの

下肢筋力・パワー発揮能力の評価法の開発が可能になると考えられる。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、リバウンドジャンプを用いた女性アスリートの下肢筋力・パワー発揮能力の評

価法を開発することである。 

 

３．研究の方法 

課題 1－①では、球技（バスケットボール 20 名、バレーボール 15 名、サッカー31 名）の合計

66 名の女性アスリートに対してリバウンドジャンプテストを実施し、パフォーマンス変数（RJ-

index、跳躍高、接地時間）と関節力学量（関節トルク、パワー、仕事）を入手した。そのデー

タを申請者が既に入手していた 88 名のデータに加えた 154 名のパフォーマンス変数と 関節力

学量を用いて、下肢筋力・パワー発揮特性に関する女性アスリートの特徴を検討した。また、課

題 2 では、女性アスリート 34 名に対してリバウンドジャンプ測定を縦断的に実施し、課題１で

明らかにした評価観点を用いて、個々の下肢筋力・パワー発揮能力の評価を試みた。 



４．研究成果 

課題１では、これまで男性アスリートで報告されている跳躍高と接地時間との関係性が低い

報告に対し、女性アスリートでは関係性が認められたことを示した。また、女性アスリートはこ

れまでの男性アスリートと同様に、足関節の負のパワーが RJ-index の獲得に対して最も強く関

係していることが示された。一方、男性アスリートとは異なり、RJ-index に対してエキセント

リック局面の膝関節トルクが有意に関係していることが示された。これらの研究成果により、女

子アスリートのパフォーマンス変数や関節力学量における男性アスリートとの共通点や相違点

が存在することを示すことができた。加えて、課題 1－②では、154 名の女性アスリートのデー

タを基に、種目ごとに基準値と得点表を作成することで、既存のカルテに反映可能となった。課

題 2 では、女性アスリート 34 名に対してリバウンドジャンプ測定を縦断的に実施し、課題 1 で

明らかにした評価観点を用いて、個々の下肢筋力・パワー発揮能力の評価を試みた。2 回の測定

結果を比較したところ、28 名の対象者（A 群）は RJ-index の増大および跳躍高の増大も認めら

れた。一方、8 名の対象者（B 群）は RJ-index の低下および接地時間の低下傾向が認められた。

次に、A 群はエキセントリック局面の足関節トルク、負・正の足関節パワー、正の膝関節パワー

の増大が認められた。一方、B 群は正の足関節パワーが有意に減少し、エキセントリック、コン

セントリック局面の足関節トルクが減少傾向を示した。さらに、2 回の測定結果におけるパフォ

ーマンス変数と関節力学量の変化率の関係を調査すると、RJ-index と足関節トルクおよびパワ

ーの変化率との間、跳躍高と足関節トルクおよびパワー、股関節の正のパワーの変化率との間に

有意な相関関係が認められた。また、接地時間と足関節の正のパワーの間に有意な相関関係が認

められ、負関節の負のパワーとの間に有意な負の相関関係が認められた。したがって、女性アス

リートを対象としたリバウンドジャンプ用いた下肢筋力・パワー発揮特性の評価に横断的な評

価でなく縦断的観点も示すことができた。以上の研究成果から、女性アスリートを対象とした場

合のリバウンドジャンプのパフォーマンス変数や関節力学量を用いた下肢筋力・パワー発揮能

力のアセスメントに重要な観点を提示することができた。 
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